
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年もまた花粉症の季節がやってまいりました。今年は2月上旬に九州から関

東の一部で飛散開始との予報がでており、スギ花粉は飛散開始と認められる前か

らわずかな量が飛び始めます。花粉症の方は1月のうちから早めの対策をはじめ

ましょう。スギ花粉のピークは早いところで2月下旬から、ヒノキ花粉は3月中

旬から４月上旬の予報。飛散量は広い範囲で例年より多いそうです。 

 

 
 
 
  

【対策】 

できるだけ、花粉との接触を減らす 

外出時はマスク、眼鏡の着用する。／飛散量が多い時期は洗濯物は室内に干す。 

症状が軽いうちに「抗ヒスタミン薬」「点鼻ステロイド」を開始する 

 花粉症治療には初期療法が有効だとされています。症状が出始めたらすぐ！  

または、花粉が飛び始めたらすぐ！治療を開始しましょう。 

 

 

ほけんだより 令和7年2月1日 

青物横丁えほん保育園 

 ２月号 

「おにはそと！ふくはうち！」いよいよ節分の季節がやってきました。子どもたちは、豆まきをする準備万端です。

節分に登場する鬼は、邪気や厄の象徴とされ、形の見えない災害・病・飢饉など、人間の創造力を超えた恐ろしい出来

事の原因だと考えられてきました。保育園でも節分の行事でかわいい鬼が登場するかも…⁈ みんなで豆をまいて邪気

を追い払い、子どもたちと無病息災を願います‼ 

豆による窒息・誤嚥に気を付けて‼ 

― 硬い豆やナッツ類等は 5歳以下の子どもには食べさせないで! ― 

 

窒息・誤嚥事故防止のため、以下のことに注意しましょう 

(1)豆やナッツ類など、硬くてかみ砕く必要のある食品は5歳以下の子どもには食べさせないようにしましょう。 喉頭や気管

に詰まると窒息しやすく、大変危険です。小さく砕いた場合でも、気管に入りこんでしまうと肺炎や気管支炎になるリス

クがあります。 

(2)ミニトマトやブドウ等の球状の食品を丸ごと食べさせると、窒息するリスクがあります。乳幼児には、4等分する、調理し

て軟らかくするなどして、よくかんで食べさせましょう。 

(3)食べているときは、姿勢を良くし、食べることに集中させましょう。物を口に入れたままで、走ったり、笑ったり、泣い

たり、声を出したりすると、誤って吸引し、窒息・誤嚥するリスクがあります。 

(4)節分の豆まきは個包装されたものを使用したり、新聞紙などを丸めて作ったりするなど工夫して行い、豆を使用した場合

には、子どもが拾って口に入れないように、後片付けを徹底しましょう。 

節分といえば、豆まき‼豆をまき終わったら、数え年の数(年齢の数＋１個分)だけ食べることで、健康な１年 

を過ごせると言われています。しかし、５歳以下の子どもの場合、豆やナッツ類などの硬くてかみ砕く必要の 

ある食品は、窒息や誤嚥のリスクが高く、注意しなければなりません。 

厚生労働省によると、平成26年～令和元年の間の6年間で、食品を誤嚥して窒息したことにより、14歳以下の 

子どもが80名死亡していたそうです。そのうちの73名は5歳以下でした。 

そろそろ準備を!! 

花粉症対策について 
 

１月から花粉症対策を始めましょう！ 

早めに耳鼻咽喉科・小児科へ相談を‼ 

１月の感染症報告 
 

連休明けの1月第2週から第4週にかけてインフル

エンザが乳児クラスを中心に流行がみられました。

39℃以上の高熱の子がほとんどで、普段の風邪なら

高熱でも元気にしている子どもたちも、今回はかな

りぐったりしてしまったり、機嫌が悪くかなり辛そ

うな様子でした。保護者の皆様の早退のお迎えやお

休みのご協力もあり、10人以下で感染を終息させる

ことができました。りんご病も先月から2～3週間お

きに新規の感染者がでている状態です。引き続き、

感染報告があった際にはコドモンと掲示にて周知を

行っていきます。 

【インフルエンザ】 【りんご病】 

・もも組：2名   ・けやき組：2名 

・くるみ組：4名 

 ・かえで組：2名 

・職員：2名  


